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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解説では、問題ごとに意識してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�問題からとらえた情報を、他の問題でも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋道立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視

し

点
てん

から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル

算数─解答と解説



【解　説】

2（1）� A2 再現する
（速さの単位）

108×1000÷60＝（分速）1800（m）

1800÷60＝（秒速）30（m）

（2）� A2 再現する
（おうぎ形の面積）

２つのおうぎ形の重なった部分なので、おうぎ形

２つ分から正方形を引けばよいことになります。

8×8×3.14× 1
4 ×2－8×8＝36.48（cm

2）

（3）� A1 再現する
（対角線の本数）

ｎ角形の対角線の本数＝（ｎ－3）×n÷2

（18－3）×18÷2＝135（本）

（4）� A2 再現する
（平行線のさっ角）

右図のように上下の線と平行な補
ほ

助
じょ

線を引くと、

さっ角が２組できます。

36＋52＝88（度）

（5）� A2 調べる
（場合の数）

３種の硬
こう

貨
か

をそれぞれ、使うか使わないかの２通りの使い方があるので、

　2×2×2＝8（通り）

ただし、すべて使わない場合は0円になってしまうので、

　8－1＝7（通り）

（6）� A2 再現する
（最小公倍数）

24と32と36の最小公倍数は右のようにすだれ算で求めます。

　4×3×2×1×4×3＝288

＋ － ＝

36°

36°

52°
52°
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6
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3
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（7）� A2 情報を獲得する
（階差数列）

それぞれの差に注目します。差が１ずつ増
ふ

えているので、

　
1,�3,�6,�10,�15,�…

�2 �3 �4 ���5�…（ （ （ （

10番目の数は、

　1＋2＋3＋4＋5＋6＋7＋8＋9＋10＝55

3（食塩水の濃
のう

度
ど

）

食塩水の濃度は食塩水全体（食塩＋水）の中の食塩の割
わり

合
あい

です。食塩水を混
ま

ぜるような場合でも、

それぞれの食塩水に含まれる食塩をきちんと調べていきましょう。

（1）� A2 再現する
20÷（20＋180）＝0.1→10（％）

（2）� A2 再現する
濃度８％の食塩水380gの中の食塩は、　380×0.08＝30.4（g）

食塩を20gを加えるので、　（30.4＋20）÷（380＋20）＝0.126　→　12.6%

（3）� A2 再現する
それぞれの食塩水に含

ふく

まれる食塩は

　300×0.05＝15（g）、　200×0.15＝30（g）

よって、　（15＋30）÷（300＋200）＝0.09→9％

4（平面図形・長さ）

平面図形で長さを求める問題では、それぞれの図形の特
とく

徴
ちょう

を理
り

解
かい

し、目的の長さを求めるきっ

かけを見つけ出します。同じ長さや角度、折り返しや回転などを利用できるようにしておきま

しょう。

（1）� B1 情報を獲得する
正六角形は対角線を引くと右の図のように６個の

正三角形に分けられます。求める長さは正三角形

の１辺の長さの６倍なので、

　5÷2×6＝15（cm）
5cm
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（2）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に着目する
下の図のように、まずへこんでいる部分をひっくり返して外に出します。次に左上と左

下をそれぞれ移
い

動
どう

させると長方形になります。

よって、　（5＋5＋7）×2＝34（cm）

（3）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に着目する
右の図のように弧

こ

の交点から補
ほ

助
じょ

線
せん

を引くと、

１辺が６cmの正三角形ができるので、太線の弧

の中心角は、60＋60－90＝30より、30度になり

ます。

よって、影
かげ

がついた部分のまわりの長さは、

　6×2×3.14× 30
360 ×4＝12.56（cm）

5（規
き

則
そく

性
せい

）

同じ動作のくり返しの組み合わせでは、それぞれの周期の最小公倍数が全体の周期となります。

まずはじめの方の動作を書いて調べ、規則性を見つけだすきっかけにするとよいでしょう。

（1）� B1 情報を獲得する 調べる
AとBのライトがついている（〇）か、消えて

いる（×）かを書いて調べてみます。

Aは２秒間のくり返し、Bは４秒間のくり返

しなので、２と４の最小公倍数の４秒の周期で同時に点灯します。よってその次は８秒

後です。

（2）� B2 情報を獲得する 調べる 特徴的な部分に着目する
（1）と同様に、Cは８秒間のくり返し、Dは16秒間のくり返しなので、２と４と８と16の

最小公倍数の16秒間が４つのライト全体の周期になります。そこで、16秒間の４つのラ

イトのようすを表にしてみます。

5cm

5cm

7cm

5cm5cm

7cm

30°

6cm

6cm

0 1 2 3 4
A ○ × ○ × ○
B ○ ○ × × ○
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この表から、Dだけがついている状
じょう

態
たい

になるのは７秒後。

（3）� B2 情報を獲得する 調べる 特徴的な部分に着目する
（2）の表から、ライトが１つだけ消えている状態になる時間を調べると、

　A…１秒後、　B…２秒後、　C…４秒後、　D…８秒後

以
い

降
こう

は、それぞれに16秒を加えた時間で同じ状態になるので、14秒の間
かん

隔
かく

になるところ

を探します。

　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　…

� 1� 2� 4� 8� 17� 18� 20� 24� …
� � � �
　　　　　　　�14秒

よって、ＸにあたるのがＣ、ＹにあたるのがＢです。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
Ａ ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○
B ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○
C ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
Ａ ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○
B ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○
C ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○

算数─解答と解説



6（速さ・ダイヤグラム）

ダイヤグラムから速さを読み取る、与
あた

えられた条
じょう

件
けん

をもとに別のグラフを記入するということ

を確
かく

実
じつ

にできるようにしておきましょう。また、移動時間全体から停止している時間をのぞい

た時間が、実
じっ

際
さい

に速さを計算するときに必要な時間となります。

（1）� B1 情報を獲得する 順序立てて変化をとらえる
Ａくんの動きをダイヤグラムから読み取ると、

　５kmを５分間で移動し３分間休むということをくり返し、下町を出発してから45分後

に30km離
はな

れた上町に到
とう

着
ちゃく

しました。

よって、Aくんの速さは、

　5× 605 ＝60　→　時速60km

（2）� B2 情報を獲得する 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に着目する
Bくんが下町から上町までに移動するのにかかった時間は、

　45－10－11＝24（分）

よって、Bくんの速さは、

　30× 6024 ＝75　→　時速75km

（3）� B2 置きかえる 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に着目する
ダイヤグラムにBくんのようすを記入します。ただし、故

こ

障
しょう

するのはAくんを追いこした

後なので、ここではそのまま上町まで進んだようすとしています。

Bくんが中間地点までの15kmを移動するのにかかる時間は、上町まで移動するのにかか

る時間の半分なので、

　24÷2＝12（分）

よって、BくんがAくんを追いこすのは、

　10＋12＝22（分後）

A B

30

20

10

0 10 20 30 40 （分）

（km）
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7（折り返し図形）

図形の折り返しは、折り返す前後で角度や長さが全く同じになることがポイントです。平行線

のさっ角なども利用しながら、等しい角度を探していきましょう。（3）は着
ちゃく

眼
がん

点
てん

を変えられるか

どうかがカギになります。

（1）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に着目する
右の図のように点Fと点Gで折り

返す前後の角度が等しくなるので、

三角形LFGで、

　角LFG：180－62×2＝56（度）

　角LGF：180－56×2＝68（度）

よって、ｘは、　180－56－68＝56（度）

（2）� B2 情報を獲得する 置きかえる
直線EJと直線FKの平行線のさっ角

を利用して同じ角度に印をつけてい

くと、点Ｊにおいて、

　●＋◆＝�ｙ＋◆＝90（度）

となるので、ｙは56度です。

（3）� B3 情報を獲得する 置きかえる 視点を変える
六角形EFGHIJの面積を直

ちょく

接
せつ

求め

ることはできないので、右の図の

ように折り返しで重なった部分

（色のついた３つの三角形）に着目

して考えます。

求める面積は長方形ABCDから、

重なっている３つの三角形の面積

を引けばよいことになります。

ここで、EFでの折り返しをもとに

戻
もど

し、平行四辺形FGHLで等しい

三角形の面積を移動すると、右の

図の色のついた部分になります。

CGの長さが4.5cmなので、BGは、

　10－4.5＝5.5（cm）

色のついた三角形３つ分の面積は、　5.5×2÷2＝5.5（cm2）

よって、六角形EFGHIJの面積は、　2×10－5.5＝14.5（cm2）
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8（整数・条件整理）

与えられた条件をどのように使えばよいかを考えます。平
へい

均
きん

からは全体の合計が求められるこ

とや、倍数の性
せい

質
しつ

を利用することに気づけるようにしましょう。

（1）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に着目する
条件①に着目します。

　①５つの数の平均は30です。　→　５つの数の合計は　30×5＝150

（2）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
（1）と条件②に着目します。

　②大きい方の２つの数の和は、小さい方の３つの数の和に等しいです。

　　　　　　　　　　　　　　　→　A＋B＝C＋D＋E

ここで、A＋B＋C＋D＋E＝150なので、

A＋Bは　150÷2＝75

（3）� B2 特徴的な部分に注目する 特徴的な部分に注目する 調べる
条件③に着目すると、

　③最大の数は、最小の数の５倍です。　→　A＝E×5　…Aは５の倍数

また。A＞Bなので、

　75÷2＝37.5　→　Aは37.5より大きな５の倍数

この条件でもっとも小さい数は40です。

そこで、Aの値
あたい

で場合分けして調べてみます。

・Aが40のとき

　　B＝75－40＝35　　E＝40÷5＝8

　　CとDの和は　75－8＝67　→　67÷2＝33.5　…　Cは34以上

　　B＞C＞Dなので、　（C，D）の組み合わせは、（34，33）のみ。

・Aが45のとき

　　B＝75－45＝30　　E＝45÷5＝9

　　CとDの和は　75－9＝66　→　66÷2＝33　…　Cは34以上

　　これはB＞Cの条件に反する。

ここから、Aが45以上のときはB＞Cの条件を満たさないことがわかります。

よって、（A，B，C，D，E）は順に、（40，35，34，33，8）と決まり、Cは34です。

算数─解答と解説



小学５年  社会 ── 解答と解説

1
問１

232221 24

3

59

問11 問13問12

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

60

問１ 問３ 問４ 問５問２

49 5325 26

（の）

（と）

（を）

（仏教の）

50 51 52

問17 問18

64 66

（造）

62

65

問６ 問７ 問８ 問９ 問10

56 5854 55 57

63

（完答）61

（にして関係を深めたから。）

問16

問15

問14

問１

27

問２

28 29 30

問３

31

（1） （2）

⑦ ⑧ ⑨

2

（完答）39

問１ 問２ 問３

40

問４

41 42 43 4544

問５ 問６ 問７ 問８

問４ 問５ 問６

3533 3432

（1）

（完答）36

（1） （2）

（2）

37 38

（と）（と） （石器）

484746

問10問９ 問11

（人）

（配点）
　  問３（1）
　  問１（1）・問３　   ｝各３点　  問９・問13・問15
　  問４　４点
上記以外　各２点　合計100点

1
2
3
2

エアイウイエ

ア ア ウ エ

山陽新幹線

アイ 6エ イ

ウウ

ウ

エア

ア エ

長安（ちょうあん）

僧侶（そうりょ）

娘（むすめ） 天皇（てんのう） 后（きさき）

ア イ ウ

寝殿（しんでん）

ア エ ウ ア イ
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海が現在の内陸部まで入り込んでいて、海の貝を得やすかったから
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【解　説】
1　日本の地理に関する問題
問１　 A2 比較・対照想起
①　札

さっ

幌
ぽろ

は石狩川の流域にある、ビールな
どの食品工業が盛んな都市で、北

ほく

緯
い

43度
４分にあります。
②　竿

かん

燈
とう

祭りは８月に秋田市で行われる祭
り、南部鉄器の生産地は岩手県盛

もり

岡
おか

市など
です。仙

せん

台
だい

市は2018年９月で人口約108
万９千人の都市で、８月に行われる七夕ま
つりは東北四大祭りの１つです。
③　現

げん

在
ざい

東京の都心部の江
こう

東
とう

区
く

などでは、
工場や倉庫跡

あと

にマンションなどが多数建
けん

設
せつ

され、人口増
ぞう

加
か

が続いています。東京都台
東区の国立西洋美

び

術
じゅつ

館
かん

は「ル・コルビュジ
エの建

けん

築
ちく

作品－近代建築運動への顕
けん

著
ちょ

な貢
こう

献
けん

」として世界文化遺
い

産
さん

に登録されていま
す。
④　京葉工業地

ち

域
いき

は化学工業の占
し

める割
わり

合
あい

が高く、製
せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

で見ると約41.2％を
占めます。巨

きょ

大
だい

なテーマパークは千葉市で
はなく浦

うら

安
やす

市に建設されています。
⑤　横

よこ

浜
はま

市の2018年の人口は約374万人
で、東京23区に次いでいます。横浜港の
貿
ぼう

易
えき

額
がく

は2017年で港
こう

湾
わん

別
べつ

で第４位となっ
ています。
⑥　名古屋市の北側や西側を流れる木

き

曽
そ

川
がわ

は、愛知県と岐
ぎ

阜
ふ

県の県
けん

境
きょう

になっている部
分が多くなっています。名古屋市内は流れ
ていません。電

でん

照
しょう

菊
ぎく

の栽
さい

培
ばい

が盛
さか

んな半島は
渥
あつ

美
み

半
はん

島
とう

です。善
ぜん

光
こう

寺
じ

の門前町として発達
したのは長野県の県

けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

である長野市
です。
⑦　兵庫県西宮市は神戸市の東側にある市
で、市の西側や北側には六

ろっ

甲
こう

山
さん

地
ち

がありま
す。六甲山地は明

あか

石
し

海
かい

峡
きょう

付近から武
む

庫
こ

川
がわ

付
近まで延

の

びている山地です。日
に

本
ほん

標
ひょう

準
じゅん

時
じ

子
し

午
ご

線
せん

は明石市などを通っています。
⑧　広島市は第二次世界大戦中の1945年
８月６日に、アメリカ軍に原子爆

ばく

弾
だん

を投下
され多大な被

ひ

害
がい

を受けましたが、現在は復

興し中国四国地方の中心都市となっていま
す。市街地は太田川の三角州上に広がって
います。
⑨　久

く

留
る

米
め

絣
かすり

は福
ふく

岡
おか

県久留米市、本場大
おお

島
しま

紬
つむぎ

は鹿
か

児
ご

島
しま

県奄
あま

美
み

市などで生産されている
伝
でん

統
とう

的
てき

工芸品です。
問２　 A2 カテゴライズ想起
　①～⑨の都市にはプロ野球チームの本

ほん

拠
きょ

地
ち

がおかれています。札幌市に本拠地があ
るチームは、2023年に北広島市に本拠地を
移
い

転
てん

させる予定です。東京23区と兵庫県西
宮市は政

せい

令
れい

指定都市ではありません。兵庫
県の県庁所在地は神戸市です。札幌市、千
葉市、西宮市には新

しん

幹
かん

線
せん

の駅がありません。
問３

（１） B1 比較・対照変換
　距

きょ

離
り

÷時間＝速さですので、計算すると
東北新幹線が時速239.2km、東海道新幹線
が時速228.7km、山陽新幹線が時速257.5 
km、九州新幹線が時速225.1kmとなります。

（２） B1 カテゴライズ想起
　東京（羽田）－新

しん

千
ち

歳
とせ

（札幌）間、東京
（羽田）－福岡間は航空路線が新幹線より
圧
あっ

倒
とう

的
てき

に速くなっているため、多くの旅客
が航空路線を使用しています。東京（羽田）
－大

おお

阪
さか

（伊
い

丹
たみ

）間の新幹線と航空路線の所
要時間の差は、１時間ほどですので、新幹
線を利用する旅客の方が多くなっていま
す。那

な

覇
は

空港は沖縄県内各地の離島と結ぶ
ハブ空港になっています。
問４　 A2 想起 変換 カテゴライズ
　札幌市の属

ぞく

する北海道は食料品、東京
23区の属する東京都は印刷、名古屋市の
属する愛知県は輸

ゆ

送
そう

用
よう

機
き

械
かい

に関連する出荷
額が多くなっています。あは千葉県、うは
長野県、かは和歌山県です。
問５　 B1 想起 変換 理由・根拠
　写真の施

し

設
せつ

は環
かん

状
じょう

七号線の地下50mに建
設された、集中豪

ごう

雨
う

などによる洪
こう

水
ずい

を防
ふせ

ぐ
ための施設で、約54万ｍ3の洪水を貯

ちょ

留
りゅう

でき
ます。
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問６　 A1 想起
　中央新幹線は東京と大阪を結ぶ新幹線
で、最高設

せっ

計
けい

速度時速505kmのリニアモー
ターカーを使用する計画になっています。
現在東京と名古屋の間で建設が進められて
いて、2027年に開業の予定です。開業後
は東京・名古屋間を最速40分、東京・大
阪間を最速67分で結ぶ予定で、そのため
建設ルートは直線的なルートとなっていま
す。

2　旧
きゅう

石
せっ

器
き

～古
こ

墳
ふん

時代に関する問題
問１

（１） A2 カテゴライズ想起
　群

ぐん

馬
ま

県の岩
いわ

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

で1946年に石器が発
見され、その後の学

がく

術
じゅつ

調
ちょう

査
さ

により、その石
器が旧石器時代のものであると確

かく

認
にん

されま
した。野

の

尻
じり

湖
こ

遺跡はナウマン象の化石など
が発見された長野県にある旧石器時代の遺
跡です。登

と

呂
ろ

遺跡は水田耕
こう

作
さく

の跡が見つか
った静

しず

岡
おか

県にある弥
や よ い

生時代の遺跡、三内丸
山遺跡は青森県にある縄

じょう

文
もん

時代の遺跡で、
計画的なむらづくりや栗

くり

の栽培跡などが見
られます。

（２） A1 想起
　旧石器時代の石器は、主として石を打ち
欠いてつくった打

だ

製
せい

石器です。縄文時代に
なると、石を磨

みが

いてつくった磨
ま

製
せい

石器が広
まりました。
問２　 A2 カテゴライズ想起
　大陸にいたマンモスやおおつのじか、ナ
ウマン象の化石などが日本列島で発見され
ていることから、数万年前の日本列島が大
陸の一部だったことが分かります。いのし
しは縄文時代に鹿

しか

とともに狩
か

りの対象とな
っていました。もともと日本列島にいたと
考えられています。
問３　 A2 カテゴライズ想起
　粘

ねん

土
ど

を焼いてつくった土器は、主として
食べ物を煮

に

炊
た

きするためにつくられまし
た。土でできているため漁

ぎょ

労
ろう

の道具として
は使用されません。

問４　 B2 想起 変換 理由・根拠
　貝

かい

塚
づか

は集落の一部にあり、当時食べられ
ていた団

どん

栗
ぐり

や栗、山菜など食物の残りかす
や土器の破

は

片
へん

、石器などが捨
す

てられていま
した。縄文時代は温

おん

暖
だん

化
か

が進み、雨や雪の
量が増えたため森林が増

ぞう

加
か

しました。また
氷
ひょう

河
が

が溶
と

けて海面が上
じょう

昇
しょう

し、現在より内陸
部にまで海が進入してきていました。その
ため内陸部の集落の貝塚でも海の貝が多く
発見されています。
問５

（１） A2 カテゴライズ想起
　弥生時代に祭りなどに使われた銅

どう

鐸
たく

は、
主に銅

どう

と錫
すず

からつくる合金である青
せい

銅
どう

でで
きています。銅鐸は初めは楽器として使用
されましたが、後には祭りの道具として用
いられるようになりました。田げたは水田
に足がめりこまないようにはく下

げ

駄
た

、石包
丁は稲

いね

の穂
ほ

を摘
つ

み取
と

るのに使われた石器、
高
たか

床
ゆか

倉庫は収
しゅう

穫
かく

した稲の穂などを保
ほ

管
かん

した
倉庫で、弥生時代の土器などに多く描かれ
ています。

（２） A2 カテゴライズ想起
　稲

いな

作
さく

が行われるようになった弥生時代か
ら貧

ひん

富
ぷ

の差や身分の差が生まれました。力
をたくわえた有力者が豪

ごう

族
ぞく

となり、周囲の
むらを従

したが

えていきました。大型の建物は稲
作が行われていなかった縄文時代の三内丸
山遺跡などでも見られます。
問６　 A1 想起
　イの弥生土器は、縄文土器に比

くら

べて高い
温度で焼かれているなどの理由から、薄

うす

手
で

で硬
かた

い、赤かっ色という特
とく

徴
ちょう

がある土器で
す。1884年に東京都文京区弥生で最初に
発見されました。ウは縄文土器のことで、
弥生土器に比べて低い温度で焼かれている
ため、こわれやすいという特徴があります。
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問７　 A2 カテゴライズ想起
　『漢

かん

書
じょ

』地
ち

理
り

志
し

には、紀元前１世紀頃
ころ

の
日本が100余

あま

りの国に分かれていたことが
描
か

かれています。１世紀半ば頃の奴
な

国
こく

が中
国に使いを送って金印をもらったことなど
が描かれているのは『後

ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

、３
世紀初め頃

ころ

の邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

などの様子が描かれ
ているのは『魏

ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

、５世紀頃の日
本の様子が描かれているのは『宋

そう

書
じょ

』倭
わ

国
こく

伝
でん

です。
問８　 A1 想起
　埴

はに

輪
わ

は古墳の上や周囲に並
なら

べられている
土
つち

製
せい

品
ひん

で、人や家、舟
ふね

をかたどったものの
他に円

えん

筒
とう

形
けい

のものなどがあります。
問９　 A1 想起
　日本と交流のあった百

く だ ら

済からは、王
わ

仁
に

な
どが招

まね

かれて漢字や儒
じゅ

教
きょう

などが伝えられま
した。また仏

ぶっ

教
きょう

は百済の聖
せい

明
めい

王
おう

から伝えら
れたことが、日本書紀などに記されていま
す。朝鮮半島の北部付近にあった高

こう

句
く

麗
り

と
ヤマト政権は、４世紀末から５世紀初めに
かけて対立していたことが、現在の中国吉

きつ

林
りん

省
しょう

に残されている414年に建立された高
句麗好

こう

太
たい

王
おう

碑
ひ

に記されています。
問10　 A1 想起
　稲

い な り

荷山
やま

古墳から1968年に出土した鉄
てっ

剣
けん

に、「ワカタケル大王」と読める文字が記
されていたことが、1978年に判

はん

明
めい

しまし
た。「ワカタケル大王」は雄

ゆう

略
りゃく

天
てん

皇
のう

である
と推

すい

定
てい

されていますので、このことから当
時のヤマト政権の勢

せい

力
りょく

が関東地方にまで及
およ

んでいたことが分かります。稲荷山古墳は
埼
さい

玉
たま

県行田市にある古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の１つで、長さ
約120mの前

ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

です。江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳
は熊

くま

本
もと

県、誉
こん

田
だ

御
ご

廟
びょう

山
やま

古墳と大
だい

山
せん

古墳は大
阪府にあります。
問11　 A1 想起
　渡

と

来
らい

人
じん

とは、４世紀ころからおもに朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から日本に移
うつ

り住
す

んだ人々のことで
す。渡来人により土木工事や養

よう

蚕
さん

・機
はた

織
お

り、
須
す

恵
え

器
き

を焼く技
ぎ

術
じゅつ

などが日本に伝えられま

した。
3　飛鳥時代～平安時代に関する問題
問１　 A1 想起
　法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

は聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

らが607年に完成させ
たと伝えられています。アは薬

やく

師
し

寺
じ

東
とう

塔
とう

、
ウは正倉院、エは唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金堂です。
問２　 A2 変換想起
　推

すい

古
こ

天皇は593年に甥
おい

の聖徳太子を摂
せっ

政
しょう

として、天皇と親
しん

戚
せき

の関係にあった大臣の
蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とともに政治にあたらせました。
摂政とは女

じょ

性
せい

や子どもが天皇であった時に
代わりに政治を行う役

やく

職
しょく

です。イは神
じん

祇
ぎ

官
かん

、
ウは関白、エは太

だい

政
じょう

官
かん

のことです。
問３　 A2 カテゴライズ想起
　冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制
せい

定
てい

は603年、十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

の制定は604年、遣
けん

隋
ずい

使
し

の派
は

遣
けん

は607年な
どに行われた、いずれも聖徳太子による政

せい

治
じ

改
かい

革
かく

のひとつです。聖
しょう

武
む

天皇は仏
ぶっ

教
きょう

をあ
つく信

しん

仰
こう

し、仏教によって国家を守っても
らうという鎮

ちん

護
ご

国
こっ

家
か

思
し

想
そう

のもと、国ごとに
国分寺を、総

そう

国
こく

分
ぶん

寺
じ

として東大寺を建てそ
こに大

だい

仏
ぶつ

（盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

）をつくりました。
問４　 A1 想起
　公地公民制では６年ごとに戸

こ

籍
せき

を作成し、
それに基

もと

づいて６歳
さい

以上の男女に口分田を
与
あた

えていました。
問５　 A2 カテゴライズ想起
　租は稲を国司に納

おさ

める税
ぜい

、庸
よう

は布
ぬの

などを
納める税、調は地方の特産物を中央政府に
納める税で、中央政府の主要な財

ざい

源
げん

となっ
ていました。庸や調は農民が都へ運ばなけ
ればならず、その往

おう

復
ふく

の食料は自分たちで
用意しなければなりませんでした。そのた
め農民の負担は大変重く、調や庸の負

ふ

担
たん

の
ない女性として戸籍に偽

いつわ

って登録すること
などが多く見られました。他に国司が農民
などを年60日を限

げん

度
ど

として労働させること
ができる雑

ぞう

徭
よう

という労役、東国の農民に課
せられた防

さき

人
もり

などの兵役がありました。
問６　 A1 想起
　Ａは唐

とう

の都の長安です。平
へい

城
じょう

京
きょう

や平安京
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は長安にならってつくられ、中央には南北
に朱

す

雀
ざく

大路があり、道路は碁
ご

盤
ばん

目
め

状
じょう

になっ
ていました。北部には行

ぎょう

政
せい

機関がおかれた
大
だい

内
だい

裏
り

がありました。
問７　 A1 想起
　「貧

ひん

窮
きゅう

問
もん

答
どう

歌
か

」は山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

が731 ～ 733年
頃につくった、農民の貧

まず

しさと厳
きび

しい税の
取り立ての様子を歌った長歌で、万葉集の
巻
かん

５にあります。山部赤人は優
ゆう

美
び

な自然を
歌に詠

よ

んだ人物、大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

は万葉集の編
へん

者
しゃ

とされている人物、柿
かきの

本
もとの

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

は白
はく

鳳
ほう

時代
の歌人です。
問８　 A2 カテゴライズ想起
　班

はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

法
ほう

は６歳以上の男には２段
たん

、女
にはその３分の２の口分田を与えることに
より農民の生活を保

ほ

障
しょう

し、税を確
かく

保
ほ

するこ
とを目的とした制

せい

度
ど

です。三世一身法では、
新たに池や溝

みぞ

を造
ぞう

成
せい

して開
かい

墾
こん

すれば、本人・
子・孫（または子・孫・ひ孫）の三世代の
私有を、旧来の池や溝を利用して開墾すれ
ば本人一代の私

し

有
ゆう

を認
みと

めました。しかしこ
の法の施

し

行
こう

によっても口分田の不足が解
かい

消
しょう

されなかったため、聖
しょう

武
む

天皇は743年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

を発
はっ

布
ぷ

し私
し

有
ゆう

地
ち

の永
えい

久
きゅう

所
しょ

有
ゆう

を
認めました。この結果貴

き

族
ぞく

や大寺院の私有
地である荘

しょう

園
えん

が増
ぞう

加
か

していきました。
問９　 A2 変換想起
　東大寺は平

へい

城
じょう

京
きょう

の外
げ

京
きょう

と呼
よ

ばれる区
く

域
いき

の
さらに東側に建立されました。イは西

さい

大
だい

寺
じ

、
ウは唐招提寺、エは薬師寺です。外京は平
城京建設後、左京を東へ延

の

ばして春日山の
麓
ふもと

につくった街
がい

区
く

です。
問10　 A2 カテゴライズ想起
　国風文化は10 ～ 11世紀に栄えた、貴

き

族
ぞく

を中心とした日本風の文化です。かな文字
の発達から国文学の発達がみられました。
アは奈

な

良
ら

時代の天平文化、イは飛鳥時代の
文化、ウは天

てん

武
む

・持
じ

統
とう

天皇の頃の白
はく

鳳
ほう

時代
の文化のことです。
問11　 A1 想起
　桓

かん

武
む

天皇は奈良時代のように仏教の僧
そう

侶
りょ

が政治に口を出してくることを避
さ

ける、律
りつ

令
りょう

政
せい

治
じ

を立て直す、ことなどを目的に平安
京遷

せん

都
と

を行いました。桓武天皇は他に、兵
制改革として健

こん

児
でい

の制
せい

の実
じっ

施
し

なども行いま
した。
問12　 A1 想起
　桓武天皇は坂

さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に
任
にん

命
めい

して蝦
え み し

夷を征
せい

討
とう

させ、蝦夷の族長（ア
テルイ）を降

こう

伏
ふく

させました。検
け

非
び

違
い

使
し

は９
世紀初めに嵯

さ

峨
が

天皇が設
せっ

置
ち

した平安京の治
ち

安
あん

維
い

持
じ

にあたる役
やく

職
しょく

、蔵
くろ

人
うどの

頭
とう

は機
き

密
みつ

の文書
や訴

そ

訟
しょう

などを扱
あつか

う蔵
くろ

人
うど

所
ところ

の長官、勘
か

解
げ

由
ゆ

使
し

は桓武天皇が設置した、国司交代の不正を
防ぐための役職です。
問13　 A2 変換想起
　奈良時代は政治と仏教が混

こん

合
ごう

していたた
め、それを嫌

きら

った最
さい

澄
ちょう

・空海らは政治の影
えい

響
きょう

の及
およ

ばない山
やま

奥
おく

にそれぞれアの延
えん

暦
りゃく

寺
じ

と
エの金

こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

を建立し、天
てん

台
だい

宗
しゅう

と真
しん

言
ごん

宗
しゅう

を
開きました。イは平等院、ウは法隆寺です。
問14　 A1 想起
　平安時代の貴族の屋

や

敷
しき

は、美しい庭や池
を取り入れた寝

しん

殿
でん

造
づくり

でつくられています。
問15　 B1 想起 変換 理由・根拠
　藤

ふじ

原
わら

氏
し

は天皇の外
がい

戚
せき

となることで朝
ちょう

廷
てい

で
の勢

せい

力
りょく

を伸
の

ばしました。また他の有力な貴
き

族
ぞく

を次々と朝廷から追放したり、高い官
かん

職
しょく

から多くの収
しゅう

入
にゅう

を得て資
し

金
きん

源
げん

としたことな
ども勢力を伸ばすことができた一

いち

因
いん

となり
ました。
問16　 A1 想起
　アは藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

の三女の威
い

子
し

が後
ご

一
いち

条
じょう

天皇
の后

きさき

となる日に詠んだ歌です。イは717年に
遣唐使とともに留

りゅう

学
がく

生
せい

として唐にわたり、
のち唐の高官になった阿

あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

の歌です。
ウは平城京の立派な様子をうたった小

お

野
のの

老
おゆ

の歌、エは防
さき

人
もり

にならなければならない男
が、子供たちとの別れを悲しんでいる歌で
す。
問17　 A1 想起
　藤

ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

は伊
い

予
よ

の日
ひ

振
ぶり

島
じま

を根
こん

拠
きょ

地
ち

として、
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瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

で反
はん

乱
らん

を起こしました。下
しも

総
うさ

の猿
さ

島
しま

を根拠地として反乱を起こした平
たいらの

将
まさ

門
かど

の
乱
らん

と合わせて承
じょう

平
へい

・天
てん

慶
ぎょう

の乱
らん

といいます。
当時の朝廷は武

ぶ

士
し

の力を借りなければ鎮
ちん

圧
あつ

できませんでした。藤
ふじ

原
わらの

基
もと

経
つね

は887年に藤
原氏で初めて関白の地位についた人物、藤

ふじ

原
わらの

良
よし

房
ふさ

は清和天皇の外戚として権
けん

力
りょく

を振
ふ

る
い、藤原氏勢力の確

かく

立
りつ

を図った人物、藤
ふじ

原
わらの

元
もと

命
なが

は尾
お

張
わり

の国司で悪
あく

政
せい

を農民に訴
うった

えられ、
989年に国司をやめさせられた人物です。
問18　 B1 変換想起
　平

たいらの

清
きよ

盛
もり

は現在の兵庫県神戸港の一部であ
る大

おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

を修
しゅう

築
ちく

して、積極的に宋
そう

との貿
ぼう

易
えき

を行いました。宋からは宋
そう

銭
せん

や陶
とう

磁
じ

器
き

な
どを輸

ゆ

入
にゅう

しましたが、特に宋銭は大量に輸
入され、以後国内を流通する貨幣の中心と
なりました。輸

ゆ

出
しゅつ

品
ひん

には硫
い

黄
おう

や刀
とう

剣
けん

、扇
おうぎ

な
どがありました。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
2問４
「海水面」の語句が使用されていな
い場合…不正解

社会─解答と解説



社会─解答と解説



小学5年  理科  ── 解答と解説

1

□1　各4点×6＝24点
□2　各3点×9＝27点
□3　（1）（3）（5）
　　各3点×3＝9点
　　他各4点×4＝16点
□4　（1）（2）
　　各2点×8＝16点
　　他各4点×2＝8点

計100点

（配点）
（1）

36

（2） （3）

22 23

（1）

21

cm3

3

（4） （5） （6）

24 25 26

cm3 （cm3）

2
（2） （3）

28 29

cm

（1）

27

cm

cm

cm

（4） （5） （6）

30 31 32

gcm

cm

（7） （8） （9）

33 34 35

gg

37

（2）

（6） （7）

41 42

（1）

43 44 45 46 47

（3） （4） （5）

38 39 40

（3） （4）

（完答）51 52

4

がつもってできた層である。

② ③ ④① ⑤

（2）

48 49 50

② ③①

　  →  　  →  　 　  →  　  →  　  →  　

3 15 19

イ

イ エ オ ア ウ

B B A

エ 断層 ア

ア・オ エ

エ 蒸散（作用）
じょう さん さ  よう

ア

24.3 42.5 80

9.5 80 200

8 1 11.6
イ  　  ウ  　  ア イ  　  エ  　  ウ  　  ア

近 く の 火 山 が ふ ん 火 し て 、 と

ん で き た 火 山 灰
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【解　説】

1　植物の活動についての問題

（1） A2 知識 比較

　この実験では、植物の葉やくきから蒸発

する水の量を調べることが目的なので、試

験管内に入っている水が水面から直接蒸発

していくことを防ぐために少量の油をうか

べています。水にほとんどとけることなく

浮く性質のある液体の油は、ちょうど『ふ

た』のような役割をしています。

（2） A1 知識

　根やくきの切り口から吸い上げた水のう

ち、光合成の原料として使われることのな

かった分を、葉やくきの表面にある気孔と

よばれる穴から水蒸気のすがたで放出して

います。このようなはたらきを蒸散（蒸散

作用）とよんでいます。

（3） A2 知識 比較

　屋外に干した洗たく物がよくかわくのと

同じように、蒸散は気温が高い昼間にさか

んになります。また、風通しのよい場所で

も蒸散はさかんになります。

（4） B1 抽出 比較

　ワセリンを葉にぬると、気孔の穴がふさ

がってしまい、水が蒸発できなくなります。

試験管Ｂのツバキは、すべての葉のうら側

だけにワセリンをぬったため、４時間に葉

の表側とくきから蒸発した水の量が４cm3

であったことがわかります。また、葉をす

べて取り去った試験管Ｃのツバキは、くき

の部分から１cm3の水を蒸発させているこ

ともわかります。したがってこの差となる

4−1＝3（cm3）が、葉の表側から蒸発した

水の量になります。

（5） B1 抽出 比較

　（4）と同様にして、試験管Ａのツバキが

葉のうら側とくきから16cm3の水を蒸発さ

せていて、試験管Ｃのツバキがくきから１

cm3の水を蒸発させていることから、葉の

うら側からは16−1＝15（cm3）の水が蒸発

しているとわかります。

（6） B1 抽出 根拠

　葉の表側から蒸発する水の量が３cm3、

うら側から蒸発する水の量が15cm3、くき

から蒸発する水の量が１cm3とわかったこ

とから、葉の両面とくきのすべてから水が

蒸発している試験管Ｄのツバキは、４時間

で3＋15＋1＝19（cm3）の水を蒸発させると

考えられます。

2　ものの重さとばねについての問題

（1） B1 抽出 根拠

　図１のグラフの中で、ばねに何もつるさ

ないときの長さはおもりの重さが０gのと

きのばねの長さを調べればよく、ばねＡで

はその長さが８cmになっています。

（2） B1 抽出 根拠

　ばねにつるしたおもりの重さが２倍・３

倍…となると、ばねののびも２倍・３倍…

になる性質があり、このような関係を（正）

比例の関係とよんでいます。そこでグラフ

を見ると、ばねＢに20gの重さのおもりを

つるしたとき、ばねの長さは12cmから

14cmへと、14−12＝2（cm）のびているこ

とがわかります。このことから、20gの半

分の重さとなる10gのおもりをつるしたと

きは、ばねＢののびも半分となり、2×
1
2 ＝1（cm）だけのびると考えられます。
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（3） B1 抽出 根拠

　（2）と同様に、ばねＡに20gのおもりを

つるすと４cmのびていることから、その

58÷20＝2.9（倍）となる58gのおもりをつ

るすと、4×2.9＝11.6（cm）のびます。

（4） B1 抽出 根拠

　20gで２cmのびるばねＢに、123÷20＝

6.15（倍）となる123gのおもりをつるすと、

2×6.15＝12.3（cm）のびます。また、図１

のグラフによりばねＢの自然長は12cmと

わかりますので、ばねの長さは12＋12.3＝

24.3（cm）になります。

（5） B1 抽出 根拠

　ばねＡとばねＢを２本連続してつなぐ

と、自然長が8＋12＝20（cm）、20gのおも

りをつるすと4＋2＝6（cm）のびる１本のば

ねと考えることができます。このようなば

ねに75÷20＝3.75（倍）の重さとなる75gの

おもりをつるすと、6×3.75＝22.5（cm）の

びて、20＋22.5＝42.5（cm）になります。

（6） B1 抽出 比較

　棒の中央におもりをつるしたことから、

ばねＡとばねＢは同じ力でおもりの重さを

支えていることになります。そこで、図１

のグラフで同じ大きさの重さが加わったと

きに２本のばねの長さが等しくなる場所

（ばねの長さを示している２本の直線が交

わった場所）をさがすと、ばねＡとばねＢ

がともに40gの力が加わったときに、とも

に16cmの長さになって等しくなることが

わかります。このことから、２本のばねに

よって支えられているおもりの重さは、

40＋40＝80（g）だとわかります。

（7） B1 根拠 抽出

　ばねを半分に切ると、自然長とのび方は

ともに半分になります。このことから、自

然長が８cmで、20gで４cmのびるばねＡを

半分に切ると、自然長が４cmで、20gで２

cmのびるばねになります。このような性

質を持ったばねＣに55gのおもりをつるす

と、2× 55
20 ＝5.5（cm）だけのびて、長さ

は4＋5.5＝9.5（cm）になります。

（8） B1 根拠 抽出

　自然長が４cmで、20gで２cmのびるばね

Ｃが12cmになっていることから、このば

ねは12−4＝8（cm）だけのびていて、20×
8
2 ＝80（g）の力で引かれていることがわ

かります。

（9） B1 根拠 抽出

　自然長が12cmで、20gのおもりをつるす

と２cmずつのびるばねＢを半分に切った

ばねＤは、自然長が６cmで、20gのおもり

をつるすと１cmのびるばねになります。

このばねＤも12cmになったことから、20

× 6
1 ＝120（g）の力で引かれていること

がわかります。したがって、２本のばねＣ

とＤによって支えられているおもりの重さ

は、80＋120＝200（g）と求められます。

3　川のはたらきと地層についての問題

（1） A2 知識 比較

　川から流されてきたいろいろな大きさの

土砂は、海に流れつくと運ばれるいきおい

がなくなって、粒の大きさが大きくて重い

ものから順に小石→砂→泥（ねん土）と海底

にしずんでたい積します。このことから、

肉眼で確認できないほど細かい粒のねん土

がたい積したのは、河口からはなれた深い
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海底であったことがわかります。

（2） B2 知識 根拠 具体

　近くの火山がふん火すると、そこからは

風に飛ばされて大量の火山灰がふってきま

す。このような火山灰には多くの鉄分がふ

くまれていて、地層の中で長い時間をかけ

て赤さびのような状態となるため、赤土と

して見分けることができます。関東地方の

地層の中には、富士山や浅間山がふん火し

たときに出てきた大量の火山灰がたい積し

た層が見られ、これを関東ローム層とよん

でいます。

（3） B1 根拠 比較

　③の層の下に見られるでこぼことしたさ

かい目Ｘ−Ｙは不
ふ

整
せい

合
ごう

面
めん

とよばれていま

す。これは、海底にたい積した層が隆起し

て地上に出たときに、雨や風によって表面

がでこぼこにけずられて（これを風化作用

といいます）できたものです。この面がで

きた後で地層がしずみこんで再び海底とな

ると、その上に新たな層がたい積するため

に、これが不整合面となって残ります。

（4） A1 知識

　図１のＡ−Ｂに見られるようなずれを断

層とよんでいます。これは、これらの層が

たい積したあとで、横方向からの大きな力

がはたらくことによってできたものです。

（5） B1 根拠 比較

　シジミは、川の水が海に流れこむ河口付

近にあってうすい食塩水となっている湖の

底や、淡水（真水）の湖の底などで生活して

います。このようなシジミの化石が見られ

た層④は、河口近くにできた湖の底でたい

積したとわかります。このように、地層が

できたときの環境がわかるものを示
し

相
そう

化石

とよんでいます。

（6） A2 知識 比較

　ナウマン象の足あとの化石は新生代（数

千万年前）に、三葉虫の化石は古生代（およ

そ５億年以上前）に、アンモナイトの化石

は中生代（およそ2.5〜３億年前）にそれぞ

れできたものなので、これらを古い順にな

らべると、イ→ウ→アとなります。このよ

うに、地層のできた年代がわかる化石を示
し

準
じゅん

（標
ひょう

準
じゅん

）化石とよんでいます。

（7） B2 抽出 根拠 比較

　大きな地かく変動で地層の逆転が起こっ

ていなければ、下にある層ほど古くできた

ものになります。また、層③を見ると、１

つの層において下の方ほど大きな粒の土砂

がたい積していることからも地層の逆転は

起こっていないことがわかります。したが

って、層③よりも層④の方が先にたい積し

ていて、Ａ−Ｂの断層によって層③や不整

合面にはずれが見られないことから、イ→

エ→ウ→アの順にできたことがわかりま

す。

4　いろいろな動物についての問題

（1） A2 知識 比較

　①や④のように、親が水中にから
4 4

のない

やわらかい卵をうむせきつい動物は、魚類

か両生類のどちらかになります。さらに、

①では卵からかえってしばらくすると４本

のあしが出てくると書かれているので、①

が両生類、④が魚類であるとわかります。

②や⑤のように、親が陸上に固いから
4 4

につ

つまれた卵をうむせきつい動物は、は虫類
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と鳥類のどちらかになります。さらに、②

ではうむ卵の数が少ないことや、卵がかえ

るまで親の体温によってあたためられるこ

とから、②が鳥類、⑤がは虫類であるとわ

かります。③のように、親が体内の子宮で

子を育ててからうみ、はじめのうちは母乳

をあたえて子を育てるのはほ乳類です。

（2） A2 知識 根拠

　は虫類のヤモリや両生類のイモリは、ま

わりの温度によって自分の体温も変化して

しまう（このような動物を変
へん

温
おん

動物といい

ます）ので、体温とまわりの温度の関係は

Ｂのようなまわりの温度が上がると体温も

上がっていくグラフになります。一方、鳥

類のペンギンは体温をほぼ一定にたもつこ

とができる（このような動物を恒
こう

温
おん

動物と

いいます）ので、Ａのようなまわりの温度

に関係なく体温がほぼ一定のグラフになり

ます。

（3） A2 知識 抽出

　一生を水中で生活する節足動物のエビと

魚類のなかまにあてはまるウナギは、えら

から酸素を取り入れて呼吸しています。一

方、ほ乳類のイルカやは虫類のワニ、そし

て成体となったカエルなどは肺から酸素を

取り入れて呼吸をしています。

（4） B1 根拠 比較

　変温動物のカエルは、寒い冬の時期にな

ると体温が下がって体を動かすことができ

なくなるため、土の中などで冬眠します。

一方ほ乳類のクマは恒温動物なので、冬で

も体温が下がることはありませんが、まわ

りにえさとなるものが少なくなってしまう

ため、体力を温存させる目的でほら穴の中

などでじっとしてすごします。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていな
い場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章表現の不備がある場合
��…－１点
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【
解　

説
】

　
�　

小し
ょ
う

路じ

幸ゆ
き

也や

「
犬
が
い
る
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
中
学
生
か
ら

大
人
に
な
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
「
僕ぼ
く

」
に
と
っ
て
、
飼

い
犬
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

問
一　

　

１　

Ｂ
１
理
由

　
　
「
僕
」
の
父
が
ど
こ
か
か
ら
貰も
ら

っ
て
き
た
こ
と
が
犬
を
飼か

う
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
が
、
父
が
な
ぜ
犬
を
貰
っ
て
き
た
の

か
は
本
文
で
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
理
由
の

一
つ
と
し
て
「
郊こ
う

外が
い

で
ま
だ
家
も
ま
ば
ら
で
人
通
り
も
少
な
い
住

宅
街
だ
っ
た
か
ら
、
防
犯
の
た
め
に
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
ら
し

い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ウ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２　

Ｂ
１
比
較
推
論

　
　

引ひ

っ
越こ

し
た
ば
か
り
の
「
僕
」
に
と
っ
て
一
番
大
き
な
問
題
は
、

そ
れ
ま
で
い
つ
も
一い
っ

緒し
ょ

に
過
ご
し
て
き
た
友
人
た
ち
と
離は
な

れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。
新
し
い
家
に
喜
ぶ
様
子
も
な
く
、
犬
が

来
た
こ
と
に
対
し
て
も
特
別
う
れ
し
そ
う
に
し
て
は
い
な
い
よ

う
で
す
。
問
三
に
も
あ
る
当
時
の
飼
い
犬
に
対
す
る
考
え
方
と
同

様
に
、「
犬
は
、
犬
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
存
在
」
と
い
う
の
が
「
僕
」

の
冷
め
た
様
子
と
重
な
り
ま
す
。

問
二　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

副ふ
く

詞し

の
問
題
で
す
。
副
詞
は
主
に
動
詞
や
形
容
詞
、
形
容
動
詞

を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
言
葉
で
す
。
a
は
「（
興
味
は
）
な
か
っ
た
」
を
強

調
す
る
「
ま
る
で
」
が
入
り
ま
す
。
b
の
「
い
ざ
」
は
「
～
し
て

み
る
と
」
と
組
み
合
わ
せ
て
、
物
事
を
実
行
し
て
み
て
ど
う
だ
っ

た
か
を
表
す
と
き
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
c
の
「
た
ま
に
」
は
「
早

く
帰
っ
て
き
て
」
を
修
飾
し
て
い
ま
す
。
d
は
「
向
こ
う
」
が
ど

の
程
度
離
れ
て
い
る
の
か
を
表
す
「
は
る
か
」
が
入
り
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
推
論

　
　
「
何
せ
昔
の
話
な
の
で
…
」
の
段
落
に
、
昔
と
今
で
は
飼
い
犬

に
対
す
る
考
え
方
が
異こ
と

な
り
、
ペ
ッ
ト
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
に

愛あ
い

玩が
ん

す
る
（
大
切
に
し
て
か
わ
い
が
る
）
と
い
う
感
覚
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

━
線
②
の
後
に
も

「
犬
は
元
気
に
走
る
も
の
。
飼
い
主
も
一
緒
に
走
れ
ば
そ
れ
で
い

い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
最
も
近
い
の
は
イ
で
す
。

問
四　

Ｂ
１
変
化
推
論

　
　

━
線
③
の
次
の
段だ
ん

落ら
く

に
は
、
そ
の
頃
の
「
僕
」
と
ダ
ン
の
お

だ
や
か
な
散
歩
の
様
子
が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
僕
」

と
ダ
ン
が
散
歩
の
相あ
い

棒ぼ
う

に
な
る
ま
で
に
「
僕
」
に
と
っ
て
ダ
ン
と

い
う
存
在
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
は
「
考

え
て
み
れ
ば
、
中
学
時
代
の
僕
の
～
淋さ
び

し
さ
を
紛ま
ぎ

ら
わ
し
て
い
た

よ
う
に
思
う
」
に
表
れ
て
い
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１
置
換

　
　
「
生
返
事
」
は
、
気
が
乗
ら
な
い
と
き
な
ど
の
、
は
っ
き
り
し

な
い
、
い
い
加
減
な
返
事
を
表
す
言
葉
で
す
。

問
六　

Ｂ
１
変
化
理
由

　
　

━
線
④
で
は
ダ
ン
が
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
こ
と
に

1
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つ
い
て
「
何
の
感
情
も
湧わ

い
て
こ
な
か
っ
た
」
と
い
う
「
僕
」
が

大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
父
の
「
お
前
を
待
っ
て
る
の
か
も
し
れ

な
い
ぞ
」
と
い
う
言
葉
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
と

き
に
初
め
て
「
あ
ぁ
、
そ
う
か
。
ダ
ン
は
僕
を
待
っ
て
い
る
の
か
」

と
思
え
た
た
め
、「
僕
」
は
急
い
で
帰
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。

問
七　

Ｂ
１
推
論

　
　

━
線
⑥
か
ら
「
懐な
つ

か
し
い
よ
う
な
匂に
お

い
だ
っ
た
」
ま
で
、「
僕
」

に
気
づ
い
た
ダ
ン
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
昔
の
よ
う
に

跳は

ね
起お

き
て
飛
び
つ
い
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
も
の
の
「
僕

を
見
て
ク
ー
ン
と
鼻
を
鳴
ら
し
」「
ペ
ロ
ペ
ロ
と
嘗な

め
て
」「
甘あ
ま

え
る
よ
う
に
、『
お
か
え
り
』
と
言
う
よ
う
に
」
し
て
「
僕
」
を

む
か
え
る
様
子
か
ら
は
、
ダ
ン
が
老
い
と
病
気
で
動
け
な
い
も
の

の
、「
僕
」
を
よ
く
覚
え
て
お
り
、「
僕
」
が
来
た
こ
と
を
は
っ
き

り
と
理
解
し
て
喜
ん
で
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
理
由

　
　

ダ
ン
と
再
会
し
た
場
面
に
は
「
僕
」
が
「
急
に
何
か
が
込こ

み
上あ

げ
て
き
て
僕
は
下し
た

唇く
ち
び
る

を
嚙か

ん
だ
」
と
あ
り
ま
す
。「
下
唇
を
嚙
む
」

と
は
、
込
み
上
げ
る
思
い
を
こ
ら
え
る
仕
草
で
す
。
ま
た

━
線

⑦
の
直
前
に
も
「『
最
後
に
お
前
に
会
え
て
喜
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
か
』

と
い
う
父
の
言
葉
に
ま
た
何
か
が
込
み
上
げ
て
き
て
」
と
あ
り
、

こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
、「
僕
」
が
感
情
の
ま
ま
に
泣
い
た
り
な
げ

い
た
り
し
そ
う
に
な
る
自
分
を
お
さ
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
ま
す
。
そ
の
「
僕
」
の
気
持
ち
に
最
も
近
い
の
が
エ

で
す
。

問
九　

Ｂ
１
推
論

　
　
「
僕
」
が
大
人
に
な
っ
て
自
分
の
息
子
に
犬
の
名
前
を
決
め
さ

せ
る
場
面
で
、「
僕
」
は
「
あ
あ
、
僕
は
あ
の
と
き
の
父
と
同
じ

こ
と
を
繰く

り
返か
え

し
て
い
る
ん
だ
な
」「
あ
の
頃こ
ろ

な
ん
と
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
家
族
の
営
み
と
い
う
も
の
を
、
父
が
僕
ら
に
与あ
た

え
て

く
れ
て
い
た
も
の
を
僕
は
繰
り
返
し
て
い
る
ん
だ
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
に
最
も
近
い
の
が
イ
で
す
。
ア
は
「
あ
ん
な
に

も
き
ら
い
だ
っ
た
父
」、
ウ
は
「
ミ
ル
の
死
が
近
い
こ
と
を
知
っ

て
」、
エ
は
「
か
つ
て
の
自
分
へ
の
反
省
」
が
誤あ
や
ま

り
で
す
。

　

�　

早さ
お
と
め

乙
女
勝か
つ

元も
と

「
戦
争
を
語
り
つ
ぐ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
歴

史
の
知
識
と
し
て
む
ず
か
し
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
問

題
で
問
わ
れ
て
い
る
の
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
て

解
答
し
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

筆
者
の
母
親
の
「
な
っ
ち
ま
っ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
な
ぜ
戦

争
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
答
え

で
す
。

━
線
①
の
後
に
続
く
「
あ
れ
よ
あ
れ
よ
～
だ
っ
た
の
さ
」

と
い
う
言
葉
か
ら
、
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

が
ま
だ
理
解
で
き
な
い
う
ち
に
戦
争
が

本
格
化
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
知
識
置
換

　
　

慣
用
的
表
現
の
問
題
で
す
。「
右
へ
な
ら
え
」
は
、
前
の
人
の

意
見
や
行
動
に
無
条
件
に
同
調
す
る
こ
と
を
表
す
言
葉
で
す
。
み

ん
な
が
疑う
た
が

い
を
持
つ
こ
と
な
く
、
同
じ
よ
う
に
戦
争
の
正
し
さ
や

勝
利
を
信
じ
る
さ
ま
を
表
す
言
葉
と
し
て
適
当
で
す
。
イ
は
ま
っ

2
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た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
ウ
は
突と
つ

然ぜ
ん

で
あ
る
こ
と
、
エ
は
わ
か
り

き
っ
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

━
線
③
の
文
頭
に
「
つ
ま
り
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
前
の
段

落
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。「
た
と
え
ば
…
」
の
段
落
に
は
ラ
ジ
オ

や
新
聞
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
も
少
な
く
な
か
っ
た

こ
と
、「
し
か
も
…
」
の
段
落
に
は
国
が
情
報
を
管
理
統
制
し
て

い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
人
々
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

「
情
報
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
さ
ら
に
…
」
の
段
落

に
は
、
互た
が

い
に
見
張
り
合
う
よ
う
な
社
会
の
中
で
人
々
が
恐お
そ

れ
て

い
た
の
は
「
非
国
民
」
扱あ
つ
か

い
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１
比
較
具
体
化

　
　
「
戦
場
に
行
く
男
た
ち
と
は
…
」
の
段
落
に
あ
る
通
り
、
出し
ゅ
っ

征せ
い

す
る
男
は
見
送
る
女
た
ち
に
と
っ
て
父
や
夫
、
息む
す
こ子
な
ど
、
親
し

い
相
手
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
生
き
て
帰
っ
て
く
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
筆
者
は
彼
女
た
ち
の
心
情
を
「
決
し

て
『
笑え

顔が
お

』
で
送
り
送
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
」

と
推す
い

測そ
く

し
な
が
ら
、「
表
向
き
は
、
涙な
み
だ

を
見
せ
る
こ
と
な
ど
で
き

な
い
時
勢
だ
っ
た
」
こ
と
を
お
も
ん
ぱ
か
っ
て
い
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１
理
由

　
　

松
さ
ん
が
「
あ
ね
さ
ん
は
馬ば

鹿か

ぞ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
息

子
を
全
員
軍
人
に
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う
母
親
が
い
な
け

れ
ば
「
日
本
の
お
国
は
保も

て
ま
せ
ん
」
と
は
、
息
子
を
全
員
軍
人

に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
た
く
さ
ん
の
人
を
軍
人
に
し
な
け
れ
ば
、

日
本
は
戦
争
に
負
け
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
す
。

問
六　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

松
さ
ん
は
息
子
の
戦
死
を
は
じ
め
は
な
げ
き
ま
し
た
が
、
軍
国

の
母
と
呼よ

ば
れ
靖や
す

国く
に

神
社
に
招
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
「
わ
が
子

で
か
い
た
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
軍
国
の
母
と
い
う
「
嬉う
れ

し
い
」
名
前
は
わ
が
子
が
「
で
か
い
た
」
こ
と
、
つ
ま
り
彼
ら
の

戦
死
に
よ
る
も
の
で
す
。

━
線
⑥
の
次
の
段
落
の
「
息
子
が
戦

死
し
て
『
で
か
い
た
』
と
い
う
母
親
」
も
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

━
線
⑦
の
後
の
「
一
人
の
母
親
か
ら
～
ど
れ
ほ
ど
い
た
こ
と

だ
ろ
う
」
と
て
い
ね
い
に
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。
息
子
の
戦
死
に

「
で
か
い
た
」
と
思
う
よ
う
な
心
の
あ
り
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
本

文
に
あ
る
通
り
、
正
し
い
情
報
も
与
え
ら
れ
ず
戦
争
が
正
し
い
も

の
だ
と
信し
ん

じ
込こ

ま
さ
れ
、
そ
れ
に
そ
む
く
よ
う
な
発
言
を
す
れ
ば

非
国
民
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
社
会
を
つ
く
っ
た
「
国
策
」
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状
況
に

な
っ
た
人
々
を
筆
者
は
こ
こ
で
「
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

」
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
類
推

　
　

⑧

は
桜さ
く
ら

田だ

雍や
す

子こ

さ
ん
の
心
情
で
あ
り
、
そ
こ
に
入
る
言
葉
も

彼
女
の
手
記
か
ら
ぬ
き
出
し
ま
す
。「
く
や
し
さ
の
涙
の
一ひ
と

粒つ
ぶ

も

出
な
か
っ
た
」
以
上
の
、
現
在
ま
で
続
く
強
い
思
い
の
表
現
と
し

て
「
ぼ
け
る
ま
で
忘
れ
な
い
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問
九　

Ｂ
２
理
由
筋
道
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人
々
の
心
が
荒す
さ

ん
だ
原
因
を
、

━
線
⑨
の
次
の
段
落
か
ら
の

「
当
時
の
国
民
が
～
不
思
議
は
な
い
」
か
ら
読
み
取
り
ま
す
。
①

食し
ょ
く

糧り
ょ
う

や
日
用
品
が
足
り
ず
飢う

え
て
い
た
こ
と
、
②
い
つ
家
や
自
分

が
や
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
③
異い

常じ
ょ
う

な
寒
さ
に
や
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
字
数
指
定
に
合
わ
せ
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

※�

設
問
の
指
示
や
字
数
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正
解
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、
二
つ

あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
解
答

の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
十　

Ｂ
１
理
由
具
体
化

　
　
「
戦
争
の
追
体
験
」
は

━
線
⑩
の
前
に
あ
る
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
の
実
相
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
」
を
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
筆
者
は
こ
れ
を
「
歴
史
を
後
ず
さ
り
す
る
行こ
う

為い

で
は
な
」
く
、

「
過
去
に
つ
づ
い
た
現
在
を
よ
り
正
確
に
知
り
、
現
在
か
ら
明
日

に
つ
ら
な
る
未
来
を
、
よ
り
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
」
の
も
の

だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
字
数
指
定
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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